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会社名 Ｈｍｃｏｍｍ株式会社（エイチエムコム）

上場市場 東京証券取引所グロース市場（証券コード：265A）

設立 2012年07月24日

代表者 代表取締役社長CEO 三本 幸司

事業内容
音声認識処理、異音検知・自然言語解析処理を用いたプラットフォームの提供

情報技術（IT）、人工知能、ロボット工学などの音に関するサイバニクス事業の推進

所在地 東京都港区芝大門2-11-1 富士ビル 2階

Ｈｍｃｏｍｍ株式会社について
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Hmcomm

「音×AIインフラ」

エコシステム

共創による「音×AIインフラ」エコシステムの推進

Hmcommは異音検知技術を中心にアライアンス型社会実装のモデルを推進

センシング領域 通信・クラウド領域

保守・施工領域 AI解析領域

現場データを持つパートナーとの連携を起点に、

センシング技術・通信基盤・AI解析・保守施工が一体となるアライアンスが成功の鍵

・センシング領域：カメラ・振動・熱・気圧など、他センサーと連携し多次元解析を実現

・通信・クラウド領域：IoTゲートウェイやクラウドAI基盤との接続

・保守・施工領域：既存インフラ管理システムとの統合、現場運用連携

・AI解析領域：生成AIによる異常パターンの自己学習・自己進化モデルを開発
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【市場について】

- インフラ保守・予兆検知は、

  AI活用が急速に進む成長領域

  であり、Hmcommの「音×AI」

技術が最も活かせる分野です。

- 老朽化や人手不足の課題を背景に、

   AIによる監視・診断市場は年間

2兆円超規模へ拡大が見込まれて

おり、社会的にも大きな需要が

生まれています。

Hmcommは、“音で社会インフラを守るAI企業”として、パートナーとの共創を通じ、

社会課題の解決と企業成長の両立を目指します

インフラメンテナンス市場の拡大と協創の必要性

こうした市場背景のもと、Hmcommはパートナー各社と連携し、

「音×AI」による次世代インフラ監視モデルの構築を推進してまいります

図：インフラメンテナンス市場は加速度的に拡大（国交省資料より）
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バニヤンズ社との共創ビジョン

AIの進化によって、「音」は 新たなインフラデータ へと変わりつつあります

Hmcommは、独自の音響解析技術と生成AIにより、人の耳では捉えきれない“異音”を検知。

故障や事故の予兆を早期に察知し、社会インフラを守る仕組みを提供しています

【バニヤンズ社との共創で実現する未来仮説】

バニヤンズ社の「海上監視技術」「衛星・気象AI」と、Hmcommの「音×AI」を融合。

  気象・環境データと連動した次世代インフラ異常検知モデルを共創します。

老朽化設備の

              異常兆候を早期発見

災害リスクの

リアルタイム予知

気象条件に応じた

              メンテナンス最適化
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本協業を支える弊社のコア技術
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免責事項

・本資料は、当社の事業内容や業績等に関する情報提供を目的として作成されたもの

であり、有価証券の取得、売却等の投資勧誘を目的としたものではありません。

投資に関する判断は、ご自身の責任にて行っていただきますようお願いいたします。

・本資料には、いわゆる「将来の見通し（forward-looking statements）」が

含まれる場合があります。これらは、現在入手可能な情報および合理的と

判断される前提に基づいて作成されたものであり、不確実性を含んでおります。

実際の業績等は、記載された見通しとは大きく異なる可能性があります。

・なお、当社は将来の見通しに関する記述について、新たな情報や将来の事象に

基づいてこれを更新または修正する義務を負うものではありません。
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